
2025年度の気象予測

(株)ウェザーニューズ提供

〇 冬の気温は、“平年並み”か“高い”見込み
（12月は冬型の気圧配置が強まる時期がある）

〇 冬の降雪量（12月〜2月）は、北日本の日本海側と北陸で“平年並み”
近畿の日本海側では“平年並み”か“多い“見込み

＜気温＞
上空を吹く強い西寄りの風（偏西風）は日本付近で平年よりも南を流れやすくなる
見込み。冷たい冬の空気を持ったシベリア高気圧は南東側への張り出しがやや強まり
、アリューシャン低気圧は日本に近い西側で強まる予想。冬の半ば以降は偏西風は
平年の位置に戻る予想。
12月は冬型の気圧配置が強まるタイミングがあり、12月〜2月の3か月を通してみ
ても、気温は平年並みで冬らしい寒さになる見込み。

＜降雪量＞
冬型の気圧配置になりやすい見込み。
北日本の日本海側と北陸で平年並み、近畿日本海側と山陰では平年並みか平年
よりも多い予想。
12月に寒気が流れ込みやすいことから、早いタイミングで積雪が増える可能性がある。
雪への支度は早めに済ませておく必要がある。

※降雪量のグレー色は気象庁の寒候期予報の対象外エリアを示す
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 広範囲で大雪予測がある場合、複数の高速道路や直轄国道が通行止めとなるため、降雪地域を避けた広域迂回交通を案内いたします。
 運送事業者及び荷主企業の皆さまも、運送日の変更などにご協力をお願いします。

○広域的な通行止めによる、お客さまへのお願い

広域的な通行止め（2024年2月7日〜2月8日）

○2024年 2月7日 21:00〜 2月8日 18:00 （通行止め時間 延べ21時間）
 名神高速道路、新名神高速道路の強降雪予測により、広域的な予防的通行止めを実施

2/7 通行止め区間 公表資料 左記図の通行止め路線（区間）


